てくてくミーティング
日付：2007年2月28日（水）
場所：Volume Daimyo

時間： 19:00 – 21:20

メンバー：
	ヨシダ氏 （Mr）
	(福岡市)

	ヨシタケ氏 （Mr） 
	(福岡市)

	クロダ氏 （Mr）
	(Small Spaces)

	トモコリップ氏 （Mrs.）
	(経営コンサルタント)

	キノシタ氏 （Mr）
	(Greenbird)

	ジャクソン氏 （Mr）
	

	シーダー氏 （Mr）
	

	タナカ氏 （Mrs.）
	(T. Two)

	タナカ氏（Mr）
	(タナカ氏(Mrs. )の息子さん)

	キョウミ氏（Ms. ）
	(ウェブサイト作成者)

	ミユキ氏（Ms. ）
	

	タダキ氏 （Mr）
	(Be Good Café)

	サトウ氏 （Mrs.）
	(大名のショップ店員)早退

	ヤス氏 （Mr）
	(ナカムラヘアサロン)

	モリオカ氏 （Mr）
	( 大名についての調査論文を書いた教授)

	ヘルマ氏（Ms. ）
	

	ナカムラ氏 （Mr）
	( Zen環境デザイン) ミーティング後到着


注：ミーティングはできる限り英語と日本語の両方で行われ、皆が意見を聞いて理解できるようにした。このやり方は今後の会議においても理想的な方法となるだろう。
1）今夜のミーティングの目標: 使命記述書の作成
私達はブレインストーミング（自由に思いついた意見を出し合うこと）で参加者にリストを作ってもらった。

a）現在の大名のどこが好きか

b）将来、大名にどうなってほしいか
以下が意見の概略:

だから大名が好き:

・変化があり、ユニークで独特な雰囲気をもっている。通りで様々な活動が行われている。自由でヒッピースタイルの雰囲気がある。いろんな人がいて、居心地が良い。古い建物と新しい建物が同居している。
・おしゃれで面白い店や人がたくさん。現代的で“何かできる”という雰囲気がある。比較的チェーン店やデパートが少ない。地元の人と個人のショップオーナー（経営者）との関係が未だにうまくいっている。
・まるで宝石箱。狭く曲がりくねった道や裏道がある。たくさんの隠れたいい店がある。市場の感じが残っている。まだまだ探るべきすてきな場所がある。
・天神に比べると交通量が少ない。
大名に求めること：
より良い環境：
・伝統的な建物を守る。古い建物が現代的な建物に変わっていくのを見ているだけではいけない。リフォームしたり保護を呼びかけよう。 

・交通量を減らし、規制しよう。（例えば、管理の行き届いた一方通行のシステムや、大名内でカーフリー道を設け、住民やショップオーナーなどの出入りのみ可能とする、など）
・地域を清掃しよう。（落書きやごみをなくす）
・通りの再舗装をしよう。
・電線や駐車場を地下へ。
・子供の遊び場を。
・座れる（休める）ベンチを。
・より多くの緑を（鉢植えなど）。

・より多くの芸術を。
役に立つ情報を：
・大名の地図を。
・大名に旅行者のための案内所を。
・小さい通りにも名前をつけよう。 

より良い社会を：
・年に一度、大名フェスティバルを行い人を集め、大名を知ってもらう。 

・マナーを向上させる（特にお年寄りに対して）。
・老いも若きも大名。全ての世代に魅力的であろう。
・大名のショップの多くは、高い家賃に苦しんでいる。大名を改善し、多くの人に来てもらうことで、売上に協力しよう。 

・福岡の将来のため、長期的な都市計画を考える。福岡全体で起こり得ることの縮図が大名で見られる。大名から始め、プロジェクトを広げよう。
2）参加者は問題やてくてく大名の活動を効果的に伝え広めていく方法やちょっとした改善点について話し合った：
てくてく大名の活動を広めていく方法：

・口コミ
てくてくについての情報を集める。
・紺屋町商店街
商店街の人を巻き込む　/　商店街の人に協力してもらう。
・大名新聞 

大名の住民や大名で働く人たちにアピールする。
・署名を集める
てくてくに賛成の署名を集めて、てくてくのコンセプト全体に賛同できるのか、どんなところに共感したのかのチェックリストをつけてもらう。
・回覧板を作成する
てくてくについての情報が書かれた紙をショップの間で隣同士で手渡してもらう。
・大学でセミナーを開く 

てくてくプロジェクトについての講義をする。
大名に小さくても効果的な改善をする為の方法：
・コミュニティの意識を築く
朝起きて通りを掃除すれば通りすがりの人に挨拶できるだろう。
・グリーンキャンペーン
大名地域にもっと多くの緑を置けば、より魅力的な街になり、落書きもしづらくなる。 

・身近なところから始める
皆、何かができる。ショップスタッフに建物の外壁をきれいにしておけるように手伝ってもらいたいとお願いする。
・嫌な落書きを消す
(アメリカでは家に落書きされているのに気付くと、すぐに消す。落書きが自由にできる場所がきちんとある)
・落書きのできる壁
書きたい人が誰でも書ける壁を決める。数ヶ月に一回、白く壁を塗りなおし、また書くことができるようにする。
・地図を作る 

大名の見所、おすすめを載せる。
・皆でウォールペインティング（壁に絵を書く）
プロの指導のもと、皆でウォールペインティング。そして、大名に目を引くような芸術作品を作り上げる。
実験的にオープンスペースを作り、いつも様々な用途で使えるようにする：
例えば：遊び場/公園/芸術展/ストリートパフォーマンス/オープンカフェ
・肥料センターを作る
肥料になるごみを持ち込める中心となる場所を大名に作る。
認識/資金集め/地域のイベントの方法についての意見：
・健全な大名　/　アースデイ（環境に優しく）
ゴミなどの削減や、再使用、リサイクル、健康な生活についての情報。このようなテーマの活動を計画する。
・芸術/同時に違ったコンセプトのデザインイベント

アートウォーク/ 歴史ウォーク/ ストリートパフォーマンスイベント/ 屋外イベント
・大名写真大会
大名周辺で写真を撮り展示会をする。“理想の大名”のイメージを作り上げてデジタル処理したバーチャル写真もOK
・“私の理想とする大名” の絵画大会
子供から大人まで理想とする夢の町の絵を描いてもらう
・駐車場オアシスイベント
駐車場を一時的にオアシスに変え、皆に環境に緑を増やすにはどうすれば良いかというアイデアを伝える
・木を植える/ヒマワリの背比べコンテスト
・週末の資金集め
例えば、タバコの吸殻を拾うと、1本につき1円出してくれるようなスポンサーを探す。
・海外への研修旅行
海外研修旅行は計画できている。海外の都市や日本の他の都市で街を良くするために何ができるかを見学する。
3）他の議題：
・マナー
参加者の中には街改善運動は道徳的指導を含め、大名でのマナー改善に役立てたいと話している人もいた。一方で、現実的な環境の改善(例えば、交通量の削減・落書きの排除・緑化) や大名をきれいで魅力的な街にし続けることに役に立ちたいと自覚ができるようなキャンペーンをすれば、結果として皆のマナーがよくなるだろう、という意見もあった。
・上の年代の方に参加してもらう
出来るだけ多くの大名の上の年代の住民の方に参加してもらうことが大切だという人がたくさんいた。時間をかけて大名にお住まいの上の年代の方のお世話をすべきだと。このプロジェクトは年齢を問わず市民の為のものであり、大名に住む人、働く人という違ったコミュニティを調和させることを理想とすべきだ。
・フリーメンバーリスト
これからてくてくはフリーメンバーリストを作り始める。今夜の参加者は皆メンバーリストに喜んで入ってくれた。
4）次のステップ
てくてくのコンセプト：
・問題確認。
・目標を決め、援助してくれる人を探す。
・コンセプトを明確にし、プロジェクトのテーマもはっきりさせる。 

・コンセプトは上の年代の方にも分かりやすく、受け入れやすいものでなければならない。
・皆に気軽に参加してもらえるように、ロゴやキャッチフレーズでプロジェクトをブランド化すべき。
使命記述書：
今夜の貴重なミーティングをもとに、使命記述書が作成される。そして、この使命記述書は大名に住む人、働く人にとって参考としたり、改善の目標とするのに役立つだろう。
使命記述書の貢献：
プロジェクトに興味のある人は皆、てくてく大名のウェブサイトにe-mailで意見を寄せたり、貢献できるようにすべきだとの提案があった。
キャッチフレーズ / 使命記述書：
てくてく大名：
-その時大名は一歩改善
-明日の改善の為の今日の活動
-その時、福岡の中心部は一歩改善
-福岡の歴史を将来へ
-保護と発展
-明日のオアシスの為の今日の活動
- そのときの一歩が福岡の中心地をオアシスへ
- 福岡の歴史を未来のオアシスへとつなぐ
- きれいで、緑あふれる、安全な街への実際の活動
- 千里の道も一歩から (老子：「道徳経」より)

- 500平方メートルの改善も一歩から (大名になぞらえてみると)

過去に戻ることなく未来への着実な一歩  
過去を知り、未来を築く
福岡の歴史を 

未来のオアシスへとつなげる 

その一歩
大名の独自の雰囲気を守りつつ 

皆が気づくように働きかけよう 

てくてく大名は草の根運動 

目標は大名の豊かな歴史と多様性の保護
住民と訪れる人の為に環境を見つめなおしながらすすめる。
最初は大名の可能性と将来について会話するのが目的だった。
大名は福岡の中心であり、大名をよりよい環境にすることで福岡での生活がより素敵なものになると信じている。
